
2

西胆振地域における定住自立圏構想の取り組み
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※⚑ＩＣＴ
InformationandCommunicationTechnologyの略で情
報通信技術のことです。従来頻繁に用いられてきた
『ＩＴ』とほぼ同様の意味で用いられています。
※⚒共生ビジョン懇談会
『共生ビジョン』とは、『定住自立圏共生ビジョン』
のことで、中心市が定住自立圏の圏域の将来像や、協
定に基づいて推進する具体的な取り組みなどについて
要綱に記した内容のことです。懇談会は、そのビジョ
ンの内容について協議する場です。

取り組み内容連携政策分野
【地域医療体制の充実】
圏域内の医療機関間の連携を促進することに

より、住民の安心を支える地域医療体制の充実
を図る。
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【地域防災体制の充実】
有珠山噴火をはじめとする災害時の相互応援

体制を構築するとともに、市立室蘭総合病院の
医療従事者による災害派遣医療チーム（ＤＭＡ
Ｔ）を編成し、地域防災体制の充実を図る。
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【広域観光の推進】
室蘭市のものづくり資源や、登別温泉・洞爺

湖温泉、洞爺湖有珠山ジオパーク、縄文遺跡群
など圏域の観光資源を活用し、広域的な滞在型
・体験型観光の推進を図る。
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【地域環境関連活動の推進】
省エネ・省資源などにかかわる住民の環境意

識向上や、温室効果ガスの削減に対応した事業
者の取組支援、不法投棄の防止など、圏域にお
ける環境関連活動の推進を図る。環

境 【再生可能エネルギーの導入促進】
地域資源を活用した再生可能エネルギーの導

入を促進し、低炭素社会に対応した圏域のエネ
ルギー利用を図る。

【広域学校教育の推進】
室蘭工業大学や室蘭市青少年科学館との連携

による理科教育、ものづくり教育の充実をはじ
め、圏域の資源を活用した総合学習の推進によ
り、広域的な学校教育活動の推進を図る。
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【広域社会教育の推進】
洞爺湖有珠山ジオパーク・縄文遺跡等の地域

資源の活用、室蘭工業大学・青少年科学館との
連携により、広域的生涯学習を推進し、生涯学
習人材の育成・活用に連携して取り組むととも
に、文化・スポーツ活動等における連携促進に
より、広域的な社会教育活動の推進を図る。

【行政情報ネットワークの推進】
地域に密着した暮らしの安全・安心情報等に

関するメール配信システムをはじめ、図書館の
広域利用や教育情報システムの共同化など、行
政情報ネットワークの構築を推進する。
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【西胆振農水産物の消費拡大】
地元で生産される農水産物の圏域内での消費

拡大を図るため、地元農水産物の消費啓発活動
を推進し、圏域における地産地消を促進する。
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【人材育成の推進】
行政機能の多様化、高度化に対応した人材の

育成を図るため、合同による研修や室蘭工業大
学との連携による研修等を行う。

人
材
育
成

圏
域
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
能
力

の
強
化


